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平面図形への活用（3）
中 3数学 三平方の定理

この学習プリントは、ちびむすドリル 検索 で無料ダウンロードできます。©

２点間の距離

三平方の定理を利用した次の式で , 座標平面上の２点間の距離を求めることができる。

 （２点間の距離）2 = （x 座標の差）2 + （y 座標の差）2  

【１】  □をうめて , ２点Ａ（1, 2）, Ｂ（4, 6）の間の距離を求めなさい。

【３】  □をうめて , ２点Ａ（8, 10）, Ｂ（5, 3）の間の距離を求めなさい。

右の図のように ,  ＡＢを斜辺として , 他の２辺が x 軸 , y 軸に

平行な直角三角形ＡＢＣをかく。Ｃ（4, 2）だから ,

ＡＣ= 4 − 1 = 3

ＢＣ= 6 − 2 = 4

三平方の定理より ,ＡＢ2 = 32 + 42 

点Ａと点Ｂのx 座標の差は ,  8 − 5 = 3 ,  y 座標の差は ,  10 − 3 = 7 である。

（２点間の距離）2 = （x 座標の差）2 + （y 座標の差）2 　だから ,  ＡＢ2 = 32 + 72 
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 ＡＢ > 0 だから , ＡＢ = イ ウ

ＡＢ2 = ア

よって ,２点間の距離は　　　　　である。

 ＡＢ > 0 だから , ＡＢ = オ カ

ＡＢ2 = エ

よって ,２点間の距離は　　　　　である。

【２】  次の２点間の距離を求めなさい。

【４】  ３点Ａ（1 , 3）, Ｂ（−1, 1）, Ｃ（2, −1）がある。 ＡＢ,ＢＣ,ＣＡの長さをそれぞれ求めなさい。
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Ａ

Ｂ

Ｏ

y

x2−2−4

2

4

−2

Ａ

答え答え

（2）

２点間の距離 = （x 座標の差）2 + （y 座標の差）2  としてもよい。
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Ｃ（3, −3）

ＡＣ= 3 −（ −2 ）= 5

ＢＣ= 2 −（ −3 ） = 5

三平方の定理より ,

ＡＢ2 = 52 + 52 = 50

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 5　2

ＡＢ2 = ｛1 −（ −1 ）｝2 + （ 3 − 1 ）2 = 8

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 2　2

ＢＣ2 = ｛2 −（ −1 ）｝2 + ｛1 −（ −1 ）｝2  = 13

ＢＣ > 0だから , ＢＣ = 　13

ＣＡ2 = （ 2 − 1 ）2 + ｛3 −（ −1 ）｝2  = 17

ＣＡ > 0だから , ＣＡ = 　17

Ｃ（2, 5） ＡＣ= 2 −（ −4 ）= 6

ＢＣ= 5 −（ −3 ） = 8

三平方の定理より ,

ＡＢ2 = 62 + 82 = 100

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 10
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